
石
川
　
明
著

『
ド
イ
ツ
強
制
執
行
法
と
基
本
権
』

で
あ
る
ド
イ
ツ
強
制
執
行
法
と
基
本
権
に
関
す
る
も
の
も
い
く
つ
か

含
ま
れ
て
い
る
（
本
書
候
頁
の
〔
初
出
一
覧
〕
参
照
）
。
し
た
が
っ

て
、
本
書
に
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
強
制
執
行
法
と
基
本
権
に
関
す

る
中
心
的
な
問
題
を
扱
っ
た
著
者
の
論
稿
が
ほ
ぽ
網
羅
的
に
収
録
さ

れ
て
お
り
、
本
書
は
こ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
包
括
的
な
研
究
書
と
な

っ
て
い
る
。

紹介と批評

1
　
本
書
の
概
要

　
本
書
の
著
者
で
あ
る
石
川
明
教
授
は
、
改
め
て
紹
介
す
る
ま
で
も

な
い
民
事
訴
訟
法
学
に
お
け
る
泰
斗
で
あ
る
。
著
者
の
手
に
な
る
民

事
手
続
法
関
係
の
著
作
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
が
、

ド
イ
ツ
強
制
執
行
法
に
つ
い
て
も
、
す
で
に
『
ド
イ
ツ
強
制
執
行
法

研
究
（
成
文
堂
、
一
九
七
七
年
）
』
お
よ
び
『
ド
イ
ツ
強
制
執
行
法

の
改
正
（
信
山
社
、
一
九
九
八
年
）
』
と
い
う
二
著
を
上
梓
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
本
書
は
、
そ
の
第
三
冊
目
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
著

者
は
、
一
九
九
九
年
夏
に
ド
イ
ツ
の
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
大
学
に
お
い
て

三
カ
月
の
在
外
研
究
を
さ
れ
た
が
、
そ
の
時
の
成
果
は
、
す
で
に

様
々
な
雑
誌
等
に
お
い
て
公
表
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
そ
れ
ら
の

著
作
を
中
心
に
採
録
さ
れ
た
論
稿
か
ら
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

だ
け
で
は
な
く
、
以
前
に
書
か
れ
た
論
稿
の
う
ち
、
本
書
の
テ
ー
マ

2
　
本
書
の
構
成

　
本
書
は
、
序
章
に
続
い
て
、
第
一
編
「
論
文
」
、
第
二
編
「
小

論
」
、
第
三
編
「
翻
訳
」
と
い
う
三
部
構
成
か
ら
な
る
。
そ
し
て
、

第
一
編
は
「
第
一
章
、
ド
イ
ツ
強
制
執
行
法
に
お
け
る
基
本
権
の
保

護
1
そ
の
素
描
1
」
「
第
二
章
、
強
制
執
行
と
憲
法
上
の
財
産
権
の

保
障
」
「
第
一
一
］
章
、
Z
P
O
七
六
五
条
a
の
苛
酷
執
行
条
文
に
つ
い

て
」
「
第
四
章
、
強
制
執
行
と
比
例
原
則
ー
序
論
的
考
察
1
」
「
第
五

章
、
金
銭
債
権
執
行
に
お
け
る
対
象
財
産
の
選
択
」
「
第
六
章
、
金

銭
債
権
執
行
に
お
け
る
対
象
財
産
の
選
択
順
序
」
「
第
七
章
、
住
居

の
不
可
侵
性
と
住
居
明
渡
執
行
」
「
第
八
章
、
住
居
明
渡
執
行
に
お

け
る
債
務
者
の
保
護
」
「
第
九
章
、
ド
イ
ツ
動
産
執
行
に
お
け
る
交

換
差
押
制
度
に
つ
い
て
」
「
第
一
〇
章
、
ボ
ン
基
本
法
の
基
本
権
と

強
制
施
行
法
の
交
錯
」
「
第
二
章
、
ド
イ
ツ
倒
産
法
の
改
正
と
ボ

ン
基
本
法
」
と
い
う
二
編
の
論
文
か
ら
な
る
。
第
二
編
は
、
「
第
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一
章
、
強
制
執
行
に
お
け
る
比
例
原
則
ー
ド
イ
ツ
と
比
較
し
て
i
」

と
「
第
二
章
、
不
動
産
競
売
の
最
低
売
却
価
額
と
財
産
権
の
保
障
」

と
い
う
二
編
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
論
稿
に
は
注
が
な

く
、
エ
ッ
セ
イ
風
な
著
作
と
な
っ
て
い
る
。
第
三
編
は
、
「
第
一
章
、

執
行
に
お
け
る
憲
法
上
の
近
時
の
諸
問
題
」
と
「
第
二
章
、
ド
イ
ツ

民
訴
法
に
お
け
る
作
為
・
不
作
為
執
行
の
今
日
的
諸
問
題
」
と
い
う

二
編
か
ら
な
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
、
ボ
ン
大
学
ω
3
一
一
・

ぎ
コ
教
授
が
日
本
に
滞
在
さ
れ
た
際
に
な
さ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
で
の
報

告
原
稿
の
翻
訳
で
あ
る
。

3
　
本
書
の
内
容

　
既
に
前
節
で
み
た
よ
う
に
、
本
書
の
構
成
か
ら
し
て
、
中
心
は
第

一
編
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
以
下
の
内
容
の
紹
介
も
、
第
一
編

の
諸
論
稿
を
中
心
に
す
る
。

（
1
）
第
一
編
の
序
論
で
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
執
行
法
上
の
憲
法

問
題
と
し
て
、
①
土
地
の
競
売
を
め
ぐ
り
不
当
廉
売
と
債
務
者
の
所

有
権
侵
害
と
の
関
係
、
②
動
産
差
押
に
先
立
ち
行
わ
れ
る
、
債
務
者

の
住
居
に
立
ち
入
っ
て
な
さ
れ
る
差
押
の
目
的
で
あ
る
動
産
の
捜
査

に
関
す
る
問
題
、
③
宣
誓
に
代
わ
る
保
証
（
ド
イ
ツ
民
訴
法
〔
以
下

Z
P
O
と
略
記
〕
八
〇
七
条
・
八
八
二
条
二
項
〕
・
強
制
拘
禁
や
秩

序
拘
禁
（
Z
P
O
八
八
八
条
～
八
九
〇
条
）
に
よ
る
強
制
と
個
人
の

自
由
に
関
す
る
基
本
権
の
問
題
、
④
債
権
に
比
し
て
高
額
な
財
産
の

差
押
え
と
債
務
者
の
財
産
権
の
保
証
の
関
係
、
等
が
生
じ
る
こ
と
を

素
描
的
に
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
と
く
に
④
の
問
題
に
関
し
、
比
例

原
則
の
導
入
の
可
能
性
を
示
唆
し
、
わ
が
国
で
も
執
行
手
続
に
関
し

憲
法
問
題
の
サ
イ
ド
か
ら
取
り
上
げ
る
必
要
を
強
調
し
て
い
る
。

　
第
一
章
で
、
著
者
は
ま
ず
は
じ
め
に
、
強
制
執
行
と
基
本
権
の
関

係
を
論
じ
る
意
味
は
、
①
強
制
執
行
に
お
け
る
基
本
権
と
関
連
す
る

諸
問
題
の
考
察
に
憲
法
上
の
基
礎
を
与
え
る
こ
と
、
②
執
行
に
お
け

る
基
本
権
保
障
の
範
囲
を
画
す
る
こ
と
が
容
易
に
な
る
こ
と
、
③
わ

が
国
の
民
事
執
行
法
に
お
け
る
基
本
権
保
障
規
定
の
欠
落
を
明
ら
か

に
し
て
、
解
釈
に
よ
る
補
充
な
い
し
立
法
論
を
展
開
で
き
る
こ
と
、

の
三
点
に
あ
る
と
述
べ
（
一
〇
頁
）
、
強
制
執
行
に
よ
っ
て
憲
法
上

の
基
本
権
の
侵
害
な
い
し
そ
の
保
護
が
問
題
と
な
る
の
は
い
か
な
る

点
か
、
と
い
う
問
い
か
け
を
中
心
に
、
総
論
的
な
考
察
を
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
憲
法
と
強
制
執
行
法
と
の
理
論
的
接
点

に
つ
き
、
℃
①
9
拳
の
論
文
に
依
拠
し
、
「
財
産
権
の
保
障
」
、
「
人
間

の
尊
厳
の
保
障
」
、
「
債
務
者
の
人
身
（
行
動
）
の
自
由
の
保
障
」
、

「
配
隅
者
お
よ
び
家
族
関
係
」
、
「
住
居
の
不
可
侵
性
」
、
「
社
会
的
法

治
国
家
原
理
」
、
「
比
例
原
則
」
、
「
法
的
審
問
請
求
権
」
の
八
点
を
あ

げ
る
（
二
～
一
五
頁
）
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
諸
点
に
対
す
る
立

法
論
的
対
応
も
紹
介
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
、
わ
が
国
の
立
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紹介と批評

法
論
的
対
応
が
必
ず
し
も
十
分
で
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
の
立
法
上
の
手
当
に
も
拘
わ
ら
ず
、

執
行
実
務
上
生
じ
て
い
る
問
題
と
し
て
、
①
動
産
差
押
え
に
あ
っ
て

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
等
の
限
界
事
例
に
あ
っ
て
は
債
務
者
の
尊
厳
は
必
ず

し
も
十
分
に
遵
守
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
②
債
権
差
押
え
に
つ
き
、

と
く
に
そ
の
差
押
禁
止
範
囲
の
変
更
を
め
ぐ
る
紛
争
、
③
不
動
産
の

低
廉
な
売
却
価
額
に
よ
り
財
産
権
の
保
障
や
比
例
原
則
の
侵
害
が
生

じ
う
る
こ
と
、
④
と
く
に
住
居
の
明
渡
執
行
が
苛
酷
執
行
に
な
る
可

能
性
の
あ
る
こ
と
、
⑤
執
行
に
お
い
て
法
的
審
問
請
求
権
が
侵
害
さ

れ
る
可
能
性
、
と
い
っ
た
諸
点
を
指
摘
し
て
い
る
（
二
一
～
二
三

頁
）
。（
2
）
第
二
章
以
下
で
は
、
第
一
章
で
指
摘
さ
れ
た
諸
問
題
に
つ
き

各
論
的
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
第
二
章
で
は
、
憲
法
上
の
財

産
権
の
保
障
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
わ
が
国
で
は

従
来
、
ほ
と
ん
ど
が
執
行
法
の
枠
内
で
処
理
さ
れ
て
お
り
、
憲
法
と

の
関
係
で
意
識
的
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
ド

イ
ツ
法
で
は
有
体
動
産
執
行
の
競
売
に
お
け
る
最
低
競
売
価
額
を
時

価
の
半
額
と
し
て
い
る
が
（
Z
P
O
第
八
一
七
条
a
）
、
わ
が
民
事

執
行
法
に
は
そ
の
旨
の
規
定
は
な
く
不
当
廉
売
の
お
そ
れ
が
あ
る
。

ま
た
、
不
動
産
執
行
に
あ
っ
て
は
日
独
共
に
超
過
差
押
禁
止
規
定
は

な
く
、
債
務
者
の
財
産
権
の
保
障
の
観
点
か
ら
問
題
視
さ
れ
て
い
る

（
三
〇
百
ハ
）
。

　
ま
た
、
ド
イ
ツ
で
は
比
例
原
則
の
視
点
か
ら
債
権
者
の
執
行
に
よ

る
掴
取
の
自
由
は
絶
対
無
制
限
の
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
の

に
対
し
、
わ
が
国
で
は
比
例
原
則
の
適
用
が
一
般
的
か
つ
意
識
的
に

取
り
上
げ
ら
れ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
金
銭
債
権
執
行
に
当
た
り
、

動
産
、
債
権
、
不
動
産
の
い
ず
れ
か
ら
執
行
す
べ
き
か
、
と
い
う
執

行
順
序
の
問
題
は
比
例
原
則
か
ら
よ
り
マ
イ
ル
ド
な
方
法
に
よ
る
べ

き
で
あ
る
と
い
う
結
論
を
導
く
こ
と
を
提
唱
す
る
（
三
三
～
三
四

頁
）
。
ま
た
、
無
益
執
行
に
関
連
し
て
、
不
動
産
執
行
に
つ
き
わ
ず

か
な
剰
余
が
認
め
ら
れ
る
場
合
で
も
、
再
度
の
競
売
に
よ
り
高
い
剰

余
が
期
待
で
き
る
場
合
や
、
強
制
管
理
に
よ
っ
て
債
権
が
満
足
さ
れ

る
十
分
な
蓋
然
性
が
あ
る
場
合
に
は
、
競
売
の
取
消
も
な
し
得
る
と

す
る
ド
イ
ツ
の
解
釈
論
も
わ
が
国
の
民
事
執
行
実
務
に
参
考
に
な
る

と
す
る
。
ま
た
不
当
廉
売
禁
止
に
関
し
、
ド
イ
ツ
で
は
動
産
競
売
に

つ
い
て
は
最
低
売
却
価
額
は
時
価
の
半
額
と
い
う
制
限
が
あ
る
の
に

対
し
、
不
動
産
の
強
制
競
売
に
あ
っ
て
は
第
一
回
期
日
に
つ
い
て
の

み
不
当
廉
売
禁
止
の
趣
旨
が
規
定
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
が
（
ド

イ
ツ
強
制
競
売
法
〔
以
下
Z
V
G
と
略
記
〕
七
四
条
a
四
項
・
八
五

条
a
二
項
）
、
ド
イ
ツ
で
の
解
釈
論
を
参
照
し
た
上
で
、
わ
が
民
事

執
行
法
六
〇
条
二
項
の
最
低
売
却
価
額
変
更
の
場
合
も
五
〇
％
を
限

度
と
す
る
明
文
を
設
け
る
こ
と
を
提
唱
す
る
（
三
八
頁
）
。
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（
3
）
第
三
章
で
は
、
苛
酷
執
行
の
禁
止
を
定
め
る
Z
P
O
第
七
六

五
条
a
は
、
従
来
主
と
し
て
不
動
産
の
明
渡
執
行
を
対
象
と
し
て
説

か
れ
て
い
た
が
、
著
者
は
、
他
の
種
類
の
執
行
に
つ
き
こ
の
規
定
が

適
用
さ
れ
た
事
例
を
挙
げ
（
四
四
～
四
七
頁
）
、
こ
の
規
定
は
比
例

原
則
の
導
入
に
よ
り
適
用
範
囲
が
拡
張
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た

上
で
、
こ
の
規
定
の
わ
が
国
へ
の
導
入
の
必
要
性
を
主
張
し
て
い
る
。

（
4
）
第
四
章
か
ら
第
六
章
に
か
け
て
、
強
制
執
行
と
比
例
原
則
の

問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
第
四
章
で
は
、
出
発
点
と
し
て
、
ド
イ

ツ
で
は
比
例
原
則
を
用
い
て
執
行
制
限
を
説
明
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、

わ
が
国
で
は
債
権
者
の
債
務
者
に
対
す
る
執
行
に
よ
る
権
利
行
使
に

お
け
る
権
利
濫
用
・
信
義
則
違
反
な
い
し
は
執
行
の
違
法
性
の
問
題

と
し
て
処
理
し
て
き
た
と
し
て
、
明
文
規
定
違
背
を
別
に
し
て
、
執

行
の
違
法
性
を
論
じ
る
場
合
、
執
行
の
違
法
性
を
決
め
る
統
一
原
理
、

根
拠
原
理
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
著
者
は
比
例
原
則
の

導
入
を
説
く
連
邦
最
高
裁
の
ω
穿
ヨ
震
判
事
の
論
拠
を
紹
介
す
る

と
同
時
に
、
こ
の
立
場
に
批
判
的
な
見
解
を
詳
細
に
紹
介
し
つ
つ
そ

れ
に
対
し
て
逐
一
反
駁
を
試
み
、
そ
の
結
果
と
し
て
比
例
原
則
の
導

入
を
主
張
し
て
い
る
。
そ
れ
に
続
き
第
五
章
以
下
で
は
、
比
例
原
則

適
用
の
具
体
的
場
面
を
取
り
上
げ
て
論
じ
る
。

　
そ
の
う
ち
第
五
章
と
第
六
章
で
は
金
銭
執
行
に
お
け
る
対
象
財
産

の
選
択
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
。
と
こ
ろ
で
比
例
原
則
は
、
①
採
用

す
る
手
段
は
目
的
を
実
現
す
る
の
に
適
合
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
、
手
段
適
合
性
（
第
一
原
則
）
、
②
複
数
の
可
能
性

が
あ
る
場
合
に
は
、
も
っ
と
も
穏
当
な
手
段
を
採
用
す
べ
し
と
い
う

手
続
の
必
要
性
の
原
則
（
第
二
原
則
）
、
③
軽
微
な
目
的
を
達
成
す

る
た
め
に
、
相
手
方
に
不
相
当
な
負
担
を
強
い
る
手
段
は
用
い
ら
れ

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
狭
義
の
比
例
原
則
（
第
三
原
則
）
と
い
う
三

つ
の
原
則
か
ら
な
る
が
、
こ
の
場
面
に
つ
き
、
ド
イ
ツ
の
連
邦
憲
法

裁
判
所
は
第
二
原
則
に
と
ど
ま
ら
ず
、
第
三
原
則
を
も
適
用
す
べ
き

旨
を
述
べ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
執
行
法
は
た
し
か
に
公
法
で
あ

る
が
、
そ
の
性
質
は
私
的
債
権
の
強
制
的
実
現
の
適
法
な
過
程
を
保

障
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
純
然
た
る
公
法
上
の
原
則
で
あ

る
比
例
原
則
が
執
行
の
場
面
に
適
用
で
き
る
の
か
と
い
う
根
本
的
な

疑
問
に
よ
り
、
ド
イ
ツ
の
訴
訟
法
学
説
の
多
数
は
比
例
原
則
の
適
用

に
反
対
す
る
（
七
一
～
七
五
頁
）
。
こ
れ
に
対
し
著
者
は
、
ド
イ
ツ

の
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
の
分
析
こ
そ
が
第
三
原
則
の
適
用
に
つ

い
て
の
説
得
力
を
有
す
る
と
し
て
、
裁
判
所
の
立
場
を
支
持
し
て
い

る
Q（
5
）
第
七
章
と
第
八
章
で
は
、
住
居
明
渡
執
行
に
お
け
る
基
本
権

の
問
題
を
論
じ
る
。
と
く
に
前
者
で
は
、
住
居
の
不
可
侵
性
の
保
障

は
解
釈
論
と
し
て
は
明
渡
執
行
に
は
適
用
で
き
な
い
。
そ
の
意
味
で

明
渡
執
行
に
つ
い
て
債
務
名
義
に
加
え
て
執
行
裁
判
所
の
特
別
な
明
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渡
命
令
は
不
要
で
あ
る
が
、
執
行
官
と
し
て
は
債
務
者
の
住
居
の
平

穏
を
害
し
な
い
よ
う
に
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
ω
9
穿
窪
に

賛
成
す
る
（
一
〇
〇
頁
）
。
そ
れ
を
受
け
て
第
八
章
で
は
、
ド
イ
ツ

に
お
い
て
債
務
者
保
護
の
た
め
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
立
法
上
お
よ
び

判
例
上
の
基
準
を
詳
細
に
紹
介
し
（
一
］
二
～
一
一
八
頁
）
、
家
屋

明
渡
執
行
に
際
し
て
の
債
務
者
保
護
の
明
文
規
定
を
有
し
な
い
わ
が

民
事
訴
訟
法
上
の
解
釈
に
対
す
る
参
考
資
料
を
提
供
し
て
い
る
。

（
6
）
第
九
章
で
は
ド
イ
ツ
の
交
換
差
押
制
度
に
つ
い
て
述
べ
る
。

交
換
差
押
と
は
、
差
押
禁
止
動
産
が
あ
る
場
合
、
保
護
の
理
由
で
あ

る
利
用
目
的
を
充
足
さ
せ
る
代
償
物
ま
た
は
そ
の
調
達
の
た
め
に
必

要
な
金
銭
を
交
付
す
る
場
合
に
は
、
当
該
動
産
に
対
す
る
執
行
を
許

す
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
Z
P
O
第
八
一
一
条
a
）
。
こ
れ
は
ド
イ

ツ
の
学
説
・
判
例
に
よ
り
発
展
さ
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑

み
、
こ
の
制
度
が
法
律
上
存
在
し
な
い
わ
が
国
で
も
現
行
法
上
学

説
・
判
例
に
よ
っ
て
発
展
さ
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
主

張
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
制
度
の
導
入
の
理
論
的
根
拠
と
し

て
引
換
給
付
執
行
規
定
（
Z
P
O
第
七
五
六
条
）
の
類
推
の
可
能
性

が
あ
げ
ら
れ
、
ま
た
制
度
運
用
上
の
問
題
と
し
て
代
償
物
の
要
件
の

欠
訣
の
場
合
を
論
じ
て
い
る
。

（
7
）
第
一
〇
章
は
、
ア
テ
ネ
大
学
ω
2
ω
教
授
が
編
集
さ
れ
た

．
．
〇
三
昌
象
o
o
窪
ω
く
段
一
①
冒
¢
コ
臓
窪
び
Φ
一
α
葭
N
≦
鋤
コ
甥
＜
o
＝
磐
『
o
良
－

⊆
⇒
臓
（
O
民
の
一
旨
o
ヨ
鋤
二
（
5
巴
もG
ゆ
一
8
ρ
国
¢
Z
O
竃
一
＞
＜
Φ
二
謎
）
、
．

に
掲
載
さ
れ
た
、
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
大
学
（
ド
イ
ツ
）
O
震
ご
巳

［
穿
①
名
誉
教
授
の
論
文
「
強
制
執
行
に
お
け
る
基
本
権
侵
害
の
テ

ー
マ
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
日
o
ヨ
Φ
詩
⊆
昌
鷺
昌
墜
ヨ
　
日
幕
ヨ
蝉

O
毎
コ
α
話
o
耳
ω
＜
R
一
9
N
⊆
口
鵬
①
p
　
ぎ
　
α
R
　
N
≦
”
コ
鵯
～
・
o
＝
ω
霞
①
o
犀
－

⊆
P
巴
」
の
う
ち
、
著
者
の
興
味
に
し
た
が
っ
て
若
干
の
論
点
を
紹

介
し
、
簡
単
に
コ
メ
ン
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
以
下
の

九
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
①
代
替
的
作
為
義
務
等
の
執
行
に
お
い

て
債
務
者
の
審
尋
は
法
的
審
問
請
求
権
を
基
礎
と
し
て
お
り
、
わ
が

民
執
法
］
七
一
条
三
項
・
一
七
二
条
三
項
の
債
務
者
・
相
手
方
の
審

尋
規
定
は
憲
法
三
二
条
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
と
の
関
係
か
ら
不
可

欠
な
も
の
で
あ
る
。
②
テ
レ
ビ
に
対
す
る
差
押
禁
止
の
論
拠
の
一
つ

と
し
て
知
る
権
利
を
あ
げ
た
点
は
目
新
し
い
し
、
ま
た
そ
の
よ
う
な

理
由
づ
け
は
不
可
欠
で
あ
る
。
③
［
穿
Φ
が
換
価
の
法
的
性
質
に
つ

い
て
基
本
法
と
の
関
係
で
疑
問
を
提
示
し
つ
つ
も
、
基
本
法
の
条
文

に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
の
に
対
し
て
、
著
者
は
、
折
衷

説
に
賛
成
す
る
。
①
債
務
者
が
目
的
動
産
の
差
押
の
封
印
を
解
除
す

る
こ
と
な
く
当
該
目
的
物
の
占
有
を
第
三
者
に
移
し
た
場
合
、

［
穿
。
は
第
三
者
に
対
す
る
債
務
名
義
が
な
く
て
も
執
行
官
の
第
三

者
に
対
す
る
追
求
権
を
認
め
る
が
、
著
者
は
、
ド
イ
ツ
の
学
説
の
対

立
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
結
論
を
留
保
し
て
い
る
。
⑤

1（）3
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一
酵
Φ
は
連
邦
憲
法
裁
判
所
と
同
様
Z
P
O
八
九
〇
条
の
不
作
為
執

行
に
つ
き
制
裁
を
科
す
る
に
つ
い
て
は
過
失
を
必
要
と
す
る
が
、
著

者
も
こ
れ
を
一
つ
の
考
え
方
と
し
て
肯
定
す
る
。
⑥
Z
P
O
八
〇
六

条
a
の
文
言
上
、
執
行
に
当
た
っ
て
執
行
官
が
住
居
に
お
い
て
債
務

者
に
出
会
わ
な
い
と
き
等
に
執
行
官
が
債
務
者
と
生
活
を
共
に
す
る

成
人
に
債
務
者
の
雇
用
主
に
つ
き
質
問
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、

一
穿
Φ
は
こ
の
者
は
情
報
提
供
義
務
を
負
わ
な
い
と
す
る
が
著
者
も

賛
成
す
る
。
⑦
霊
箒
は
Z
P
O
八
九
九
条
以
下
の
宣
誓
に
代
わ
る

保
証
の
強
制
手
段
と
し
て
の
拘
留
命
令
・
拘
留
期
間
の
規
定
は
共
に

比
例
原
則
違
反
と
は
い
え
な
い
と
す
る
。
著
者
は
そ
れ
に
賛
成
し
た

上
で
、
宣
誓
に
代
わ
る
保
証
の
制
度
の
わ
が
国
へ
の
導
入
を
強
く
主

張
し
て
い
る
。
⑧
苛
酷
執
行
の
場
合
、
お
よ
び
差
押
禁
止
動
産
が
誤

っ
て
差
し
押
さ
え
ら
れ
し
か
も
最
低
限
度
の
生
活
が
侵
害
さ
れ
た
場

合
、
い
穿
①
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
社
会
的
法
治
国
家
原
理
お
よ
び
人

問
の
尊
厳
に
関
す
る
基
本
法
一
条
一
項
に
違
反
し
、
執
行
法
上
の
救

済
が
な
さ
れ
る
が
、
著
者
も
、
わ
が
民
事
執
行
法
の
下
で
は
執
行
異

議
に
よ
る
救
済
が
許
さ
れ
、
憲
法
二
二
条
や
二
五
条
が
関
係
条
文
と

し
て
援
用
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
⑨
憲
冨
は
、
動
産
執
行
に

際
し
、
差
し
押
さ
え
る
べ
き
動
産
の
捜
索
の
た
め
に
債
務
者
の
住
居

の
捜
索
を
す
る
た
め
に
は
裁
判
所
の
捜
索
命
令
を
要
す
る
と
す
る
連

邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
に
賛
成
す
る
が
、
著
者
も
解
釈
論
と
し
て
同

旨
を
述
べ
る
。

（
8
）
第
二
章
の
論
文
は
倒
産
法
と
基
本
法
の
関
係
を
論
じ
て
い

る
（
本
論
文
だ
け
が
執
行
法
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
）
。
こ
こ
で

は
ド
イ
ツ
倒
産
法
に
お
け
る
郵
便
の
制
限
と
居
住
義
務
の
規
定
の
合

憲
性
を
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
わ
が
破
産
法
一
九
〇
条
・
一
四

七
条
や
民
事
再
生
法
七
八
条
に
関
し
て
も
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
形
で
問

題
と
な
り
う
る
が
、
著
者
は
、
ド
イ
ツ
倒
産
法
九
七
条
～
九
九
条
の

よ
う
な
規
定
の
ほ
う
が
、
債
務
者
の
基
本
権
を
よ
り
よ
く
保
護
で
き

る
点
で
妥
当
で
あ
る
旨
を
指
摘
す
る
。

4
　
若
干
の
感
想

　
以
上
本
書
の
構
成
・
内
容
を
紹
介
し
て
き
た
が
（
2
、
3
）
、
本

書
の
中
心
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
第
一
編
で
あ
り
、
こ
こ
に
ド
イ
ツ

強
制
執
行
法
と
基
本
権
を
め
ぐ
る
中
心
的
な
問
題
が
ほ
ぽ
網
羅
的
に

取
り
上
げ
ら
れ
か
つ
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
序
論
で
こ
の
問

題
領
域
に
つ
い
て
の
鳥
轍
図
を
示
し
た
上
で
、
第
一
章
で
は
基
本
権

と
強
制
執
行
を
め
ぐ
る
議
論
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
問
題
に
関
連

し
て
生
じ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
明
快
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
総
論
的
な
論
文
に
引
き
続
い
て
、
第
二
章
以
下
が
い
わ
ば
各
論

と
し
て
、
個
別
的
な
問
題
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
読
者

は
、
本
書
に
収
録
さ
れ
た
論
文
を
第
一
章
か
ら
順
番
に
読
む
こ
と
に
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よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
強
制
執
行
に
お
け
る

基
本
権
保
護
の
問
題
を
め
ぐ
る
議
論
状
況
を
無
理
な
く
か
つ
的
確
に

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
本
書
は
、
ド

イ
ツ
強
制
執
行
法
と
基
本
権
に
関
す
る
研
究
書
で
あ
る
と
同
時
に
、

ド
イ
ツ
強
制
執
行
法
に
お
け
る
基
本
権
保
護
の
問
題
に
つ
い
て
の
格

好
の
入
門
書
と
も
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
執
行
に
関
し
て
基
本
権
や
憲
法

と
の
関
係
が
正
面
き
っ
て
扱
わ
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
強
制
執
行
は
、
債
権
者
の
債
権
の
実
現
を
図
る
と
い
う
一
面

の
ほ
か
、
債
務
者
の
財
産
に
対
す
る
実
力
の
行
使
を
伴
う
と
い
う
構

造
を
も
つ
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
債
権
者
と
債
務
者
の

利
害
を
適
切
に
調
整
す
る
た
め
に
は
、
信
義
則
・
公
序
良
俗
と
い
っ

た
私
法
の
一
般
原
則
に
よ
っ
て
解
決
が
図
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

今
や
そ
れ
ら
の
原
則
の
基
礎
に
あ
る
根
本
的
な
価
値
基
準
の
探
求
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
る

な
ら
ば
、
そ
れ
は
憲
法
に
求
め
る
ほ
か
に
道
は
な
い
よ
う
に
思
え
る
。

そ
の
意
味
で
、
本
書
は
時
宜
に
適
っ
た
テ
ー
マ
を
扱
っ
た
も
の
と
い

え
よ
う
。

　
本
書
は
そ
の
書
名
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
ド
イ
ツ
執
行
法
を
中

心
と
し
た
研
究
書
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
の
制
度
の
単
な
る
紹
介
に
と

ど
ま
ら
ず
、
著
者
の
照
準
は
あ
く
ま
で
日
本
法
に
合
わ
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
本
研
究
の
意
義
と
し
て
著
者
が
あ
げ
る
「
わ
が
国
の

民
事
執
行
法
に
お
け
る
基
本
権
保
障
規
定
の
欠
落
を
明
ら
か
に
し
て
、

解
釈
に
よ
る
補
充
な
い
し
立
法
論
を
展
開
で
き
る
こ
と
」
と
い
う
言

葉
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
に
し
て
は
日
本

法
に
関
す
る
本
格
的
な
検
討
が
不
足
し
て
い
る
と
の
感
じ
を
も
た
れ

る
読
者
も
お
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
著
者
が
取
り
上
げ

て
い
る
ド
イ
ツ
で
の
議
論
は
、
あ
く
ま
で
わ
が
国
の
制
度
論
に
と
っ

て
有
用
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
観
点
か
ら
セ
レ
ク
ト
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
わ
が
国
で
同
じ
テ
ー
マ
に
つ
い
て
論
じ
る
際
に
は
、
そ
の
ま

ま
批
判
的
検
討
の
対
象
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
か
ら

い
え
ば
、
実
は
ド
イ
ツ
で
の
議
論
を
通
し
て
わ
が
国
の
民
事
執
行
制

度
に
つ
い
て
の
検
討
も
な
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
一
例

を
挙
げ
れ
ば
、
比
例
原
則
の
執
行
行
為
へ
の
適
用
の
根
拠
を
め
ぐ
っ

て
な
さ
れ
て
い
る
議
論
（
第
一
編
第
五
章
）
な
ど
は
、
わ
が
国
で
は

こ
れ
ま
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
議
論
は
、

わ
が
国
に
お
け
る
比
例
原
則
導
入
の
可
否
を
め
ぐ
っ
て
議
論
を
す
る

際
に
は
避
け
て
通
れ
な
い
論
点
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
た
し
か
に
執
行
法
の
解
釈
に
基
本
権
概
念
を
積
極
的
に
導
入
す
る

と
い
う
の
は
ド
イ
ツ
で
も
未
だ
に
少
数
説
で
あ
り
、
批
判
も
強
い
。

そ
の
意
味
で
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
少
数
説
に
親
近
感
を
示
す
著
者

の
ス
タ
ン
ス
に
は
違
和
感
を
感
じ
る
向
き
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
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し
、
本
書
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
著
者
の
ス
タ
ン
ス
に
賛
成
す
る
に

し
ろ
反
発
す
る
に
し
ろ
、
こ
れ
に
つ
き
議
論
し
よ
う
と
す
る
者
は
、

と
に
か
く
本
書
か
ら
出
発
す
る
こ
と
が
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
本
書
は
執
行
法
と
基
本
権
を
め
ぐ
る
問
題
を
考
え
る
上

で
の
先
導
書
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
最
後
に
、
本
書
の
四
七
頁
七
行
目
の
三
項
は
四
項
で
あ
り
、
七
六

頁
五
行
目
の
ω
9
ヨ
①
こ
2
は
ω
9
口
Φ
こ
窪
、
一
一
二
頁
一
五
行
目

明
渡
機
関
は
明
渡
期
間
と
い
っ
た
誤
植
等
が
若
干
見
う
け
ら
れ
る
が
、

こ
の
こ
と
が
本
書
の
価
値
に
何
ら
の
影
響
を
及
ぽ
す
こ
と
が
な
い
の

は
当
然
で
あ
る
。

（
信
山
社
・
二
〇
〇
三
年
・
A
5
判
・
二
五
八
頁
・
七
二
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
上
　
威
彦
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